
                          

東
日
本
大
震
災
よ
り
十
年
を
迎
え

る
今
春
、
先
月
十
三
日
に
福
島
県
沖

で
Ｍ
７
・
３
、
今
月
五
日
に
も
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
沖
で
Ｍ
８
・
１
と
い

う
大
き
な
地
震
が
発
生
。
あ
の
時
の

苦
い
記
憶
が
蘇
る
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ

る
危
機
も
深
刻
で
は

あ
る
が
、
我
が
国
が

抱
え
る
最
た
る
危
機

は
、
十
年
前
よ
り
一

貫
し
て
福
島
第
一
原

発
で
あ
ろ
う
。 

 
 破
損
し
た
原
子
炉

に
沈
む
燃
料
デ
ブ
リ

は
、
未
だ
に
手
を
つ

け
ら
れ
な
い
状
態
に

あ
る
。
東
京
電
力
が

示
し
て
い
る
三
十
～

四
十
年
と
い
う
廃
炉
工
程
も
、
に
わ

か
に
信
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
三

十
五
年
前
に
事
故
を
起
こ
し
た
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
原
発
で
さ
え
、
燃
料
デ

ブ
リ
に
は
未
だ
に
手
が
つ
け
ら
れ
な

い
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
そ
の
倍
以

上
の
時
間
が
か
か
っ
て
も
全
く
不
思

議
じ
ゃ
な
い
。
そ
の
間
、
人
為
的
な

ミ
ス
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
何
よ
り
地

震
大
国
で
あ
る
我
が
国
の
大
地
が
お

と
な
し
く
し
て
い
て
く
れ
る
か
ど
う

か
、
甚
だ
心
配
で
あ
る
。 

 
 

 コ
ロ
ナ
も
天
災
も
、

あ
っ
て
欲
し
く
無
い
と

願
い
つ
つ
も
、
諸
行
は

無
常
。
自
然
の
摂
理
に

は
誰
も
抗
え
な
い
。
何

が
ど
う
な
ろ
う
と
も
生

き
抜
く
、
い
の
ち
を
つ

な
ぐ
。
必
要
な
の
は
そ

の
智
慧
と
実
践
で
あ
る
。 

 
 仏

は
法
身
説
法
を
以

っ
て
す
べ
か
ら
く
そ
れ

を
説
い
て
い
る
。
ま
た
、

過
去
に
起
き
た
数
々
の

天
災
、
疫
病
、
さ
ら
に
は
大
戦
、
原

爆
投
下
。
我
等
の
先
祖
は
そ
れ
ら
を

こ
と
ご
と
く
乗
り
越
え
き
た
の
だ
。

私
た
ち
に
も
で
き
な
い
理
由
は
な
い
。

当
山
に
集
う
皆
様
と
と
も
に
、
そ
の

力
を
培
い
た
い
。（
龍
） 
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万灯万華供養 本尊大祭 
5 月 5 日・6 日・7 日 毎夜 18 時半～「万灯万華供養法要」  

5 月 8 日（土）13 時～16 時 結願「中曲理趣三昧法要」 
本尊厨子が開扉され 三日三晩 全 9座の法要を奉修 

回向塔婆 灯篭供養にて 檀徒各家精霊に回向を捧げます 

5/8 結願には 岡山市内有縁の真言宗寺院様がご参集され 

盛大な法要が執り行われます 

大本山須磨寺副住職で YouTube でも活躍中の小池陽人師 

も来られます どうぞお繰り合わせご参拝下さいませ 

 

回向塔婆供養  二千円也／一本 

灯 篭 供養  二千円也／一基 

位牌供養申受け 三千円也／一基 
※お位牌を本尊前に安置し 三日三晩 ご供養いたします 

本尊法楽 先祖供養 
 



節 

分 

星
供
養
法
会 

二
月
二
日
、
当
山
恒
例
「
節
分
祭
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
流
行
を
鑑
み
ま
し
て
、
一
般
の
ご

参
拝
を
い
た
だ
か
な
い
形
（
総
代
役

員
様
の
み
）
で
「
星
供
養
法
会
」
を

奉
修
し
、
檀
信
徒
皆
様
、
並
び
に
節

分
祈
願
札
を
お
申
し
込
み
い
た
だ
い

た
方
々
の
除
災
招
福
、
福
寿
増
長
を

祈
念
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

併
せ
ま
し
て
、
Ｒ
Ｎ
Ｎ
人
道
援
助

宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

長
で
、
黒
住
教
教
主
・
黒
住
宗
道
様

か
ら
の
「
節
分
の
日
に
、
宗
教
の
違

い
を
越
え
て
コ
ロ
ナ
禍
終
息
を
心
ひ

と
つ
に
祈
願
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う

呼
び
か
け
に
賛
同
し
、
他
派
、
他
宗
、

他
教
の
皆
様
と
も
広
く
力
を
合
わ
せ
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
を
人
類
が
早
期
に
克

服
で
き
る
よ
う
お
祈
り
合
わ
せ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

な
お
、
通
常
は
参
拝
し
た
子
ど
も

た
ち
で
分
け
る
お
供
え
の
御
菓
子
は
、

社
会
福
祉
法
人
備
作
恵
済
会
「
若
松

園
」（
児
童
養
護
施
設
）
様
に
寄
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

故
・
西
岡
昇
元
総
代
長 

十
三
回
忌
法
会 

 

 

第
十
五
期

総
代
会
（
岩

見
徹
総
代
長
）

は
三
月
二
日
、

平
成
八
年
～

二
十
一
年
ま

で
総
代
長
を
お
勤
め
下
さ
っ
た
故
・

西に
し

岡お
か

昇
の
ぼ
る

氏
（
法
号
・
大
鑑
院
昇
徳
慈

法
居
士
）
の
十
三
回
忌
法
要
を
当
山

本
堂
に
て
営
み
ま
し
た
。 

 

西
岡
氏
は
、
十
三
年
に
お
よ
ぶ
総

代
長
在
任
中
、
観
音
堂
の
大
改
修
、

境
内
参
道
整
備
、
樂
陽
廟
建
立
、
中

興
大
法
会
、
開
山
五
百
周
年
奉
讃
会

な
ど
、
多
く
の
大
事
業
を
成
し
遂
げ
、

当
山
に
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
た
お

方
で
す
。 

 
こ
の
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
で
県
外
の
ご
遺
族
が

帰
岡
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
総
代
会

で
発
起
し
、
氏
の
功
績
を
称
え
る
と

と
も
に
そ
の
菩
提
を
祈
る
法
会
を
行

っ
た
次
第
で
す
。 

境
内
墓
地
整
備
工
事 

 

当
山
境
内
に
あ
る
墓
地
の
整
備
が

進
ん
で
い
ま
す
。 

今
夏
よ
り
建
設
が
始
ま
る
「
八
角

円
堂
（
仮
称
）」
建
立
予
定
地
の
境
内

墓
地
一
角
は
、
現
在
使
用
さ
れ
て
い

る
各
家
皆
様
よ
り
ご
理
解
と
ご
協
力

を
得
て
、
さ
ら
に
は
無
縁
墳
墓
に
つ

い
て
は
官
報
に
掲
載
し
、
順
に
整
備

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
五
月
～
六
月
を
め
ど
に
墓
塔
の

移
設
を
完
了
し
、
更
地
と
な
る
運
び

で
す
。 

  

長泉寺「八角円堂（仮称）」新築デザイン原案図 



   

当
山
世
話
人
で
、
合
唱
団
、
写
経
、

華
道
、
茶
道
な
ど
、
お
寺
の
各
種
文

化
活
動
を
長
く
と
も
に
し
て
き
た
廣

畑
榮
子
さ
ん
が
、
去
る
二
月
二
十
日
、

算
九
十
三
歳
で
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。 

日
頃
よ
く
お
寺
に
来
ら
れ
る
方
で

し
た
ら
、
廣
畑
さ
ん
を
ご
存
じ
の
方

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。
お
寺
で
過

ご
す
時
間
が
大
好
き
で
、
お
元
気
な

頃
は
毎
日
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
お
寺

に
顔
を
出
し
て
下
さ
る
お
方
で
し
た
。 

晩
年
に
喉
の
手
術
を
さ
れ
た
た
め

声
が
出
せ
な
く
な
り
、
そ
れ
を
き
っ

か
け
に
し
ば
ら
く
お
会
い
す
る
機
会

も
減
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
亡
く

な
る
直
前
ま
で
合
唱
団
ナ
ー
ガ
の
Ｄ

Ⅴ

Ｄ
を
観
な
が
ら
一
緒
に
口
ず
さ
ん

で
お
ら
れ
た
そ
う
で
す
。 

最
後
ま
で
お
寺
に
想
い
を
寄
せ
て

く
れ
た
廣
畑
さ
ん
だ
か
ら
こ
そ
、
も

う
一
度
お
寺
に
来
て
ほ
し
い
と
、
葬

儀
は
当
山
本
堂
に
て
行
い
、
多
く
の

仲
間
と
も
最
後
の
お
別
れ
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

控
え
目
で
お
淑
や
か
な
お
人
柄
で

は
あ
り
な
が
ら
、
ど
ん
な
こ
と
も
仲

間
と
一
緒
に
楽
し
み
、
日
本
文
化
に

良
く
通
じ
、
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ

た
方
で
し
た
。 

廣
畑
さ
ん
と
お
寺
で
過
ご
し
た
多

く
の
思
い
出
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

そ
の
冥
福
を
至
心
に
祈
念
申
し
上
げ

る
次
第
で
す
。 

龍 

門 

合
掌 

 
 総

本
山
仁
和
寺 

御
影
堂
荘
厳
具
修
繕
奉
納 

 

こ
の
度
、
真
言
宗
御
室
派
宗
務
所

よ
り
、「
弘
法
大
師
ご
誕
生
一
二
五

〇
年
記
念
事
業
」
と
し
て
仁
和
寺
御

影
堂
の
荘
厳
具
の
新
調
、
並
び
に
修

復
へ
の
協
力
要
請
が
あ
り
、
当
山
と

し
て
御
影
堂
大
壇
の
四
方
に
置
く

「
四し

灯と
う

」
の
修
繕
を
お
引
き
受
け
し

ま
し
た
。
四
灯
（
燭
台
）
一
本
の
修

繕
費
用
が
十
五
万
円
で
、
計
六
十
万

円
の
寄
付
と
な
り
ま
す
。 

仁
和
寺
御
影
堂
は
、
弘
法
大
師
・

仁
和
寺
開
山
宇
多
法
皇
・
仁
和
寺
第

二
世
性
信
親
王
が
お
祀
り
さ
れ
る
御

堂
で
、
慶
長
年
間
造
営
の
内
裏
清
涼

殿
の
一
部
を
寛
永
年
間
に
移
築
再
建

し
た
も
の
で
す
。
国
の
重
要
文
化
財

に
も
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
ま
た
、
仁
和
寺
で
は
「
大
師
号
下

賜
一
一
〇
〇
年
記
念
」
の
事
業
と
し

て
、「
写
経
奉
納
（
奉
納
料
一
千
円

／
一
枚
）」、
さ
ら
に
は
仁
和
寺
境
内

へ
の
「
記
念
植
樹
（
三
万
～
十
万
・ 

 

樹
類
に
よ
る
）」
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
仁
和
寺

（
〇
七
五
‐
四
六
一
‐
一
一
五
五
）

へ
直
接
ご
連
絡
さ
れ
る
か
、
当
山
に

お
問
合
せ
下
さ
い
。 

 

哀
悼 

廣
畑
榮
子
さ
ん 

 
法
号 

珠
光
院
栄
室
寿
禎
大
姉 

夏まつりでの合唱（H28.7） 



涅 

槃 

会 

二
月
十
五
日
、
釈
尊
涅ね

槃は
ん

会え

に
つ

き
、
当
山
本
堂
に
仏
涅
槃
図
を
掲
げ

る
と
と
も
に
、
常

じ
ょ
う

樂ら
く

会え

和
讃
を
唱

え
、
一
座
法
会
を
奉
修
し
ま
し
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ

て
、
社
会
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
影
響

が
及
び
、
中
に
は
危
機
的
な
状
況
に

陥
っ
て
い
る
方
も
多
い
と
存
じ
ま

す
。
『
大だ

い

般は
つ

涅ね

槃は
ん

経
ぎ
ょ
う

』
に
釈
尊
臨
終

の
言
葉
と
し
て
「
さ
ぁ
、
修
行
僧
た

ち
よ
、
お
前
た
ち
に
告
げ
よ
う
。

諸
々
の
事
象
は
過
ぎ
去
る
も
の
で
あ

る
。
怠
る
こ
と
な
く
修
行
を
完
成
さ

せ
な
さ
い
。（
中
村
元
訳
）
」
と
あ
り

ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
仏
教
の
原
点
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

東
日
本
大
震
災
十
年
忌 

 

三
・
一
一
へ
の
祈
り 

 
 

当
山
住
職
も
実
行
委
員
と
し
て
関

わ
る
「
三
・
一
一
へ
の
祈
り 

お
か

や
ま
」
が
三
月
七
日
、
臨
済
宗
蔭い

ん

凉
り
ょ
う

寺じ

様
（
岡
山
市
北
区
中
央
町
）

に
て
開
か
れ
ま
し
た
。 

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発

生
し
た
当
震
災
で
は
、
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
九
・
〇
の
地
震
に
よ
り
東
北
三

陸
地
方
沿
岸
部
を
中
心
に
大
津
波
が

襲
い
、
死
者
行
方
不
明
者
は
一
万
八

千
名
を
越
え
ま
し
た
。
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
で
は
、
電
源
喪
失
に
よ

っ
て
原
子
炉
が
炉
心
融
解
（
メ
ル
ト

ダ
ウ
ン
）
を
起
こ
し
、
大
量
の
放
射

性
物
質
を
放
出
す
る
爆
発
事
故
を
起

こ
し
ま
し
た
。 

こ
の
十
年
の
間
、
当
震
災
の
影
響

に
よ
る
「
震
災
関
連
死
」
と
認
定
さ

れ
た
方
は
三
、
七
六
七
名
に
の
ぼ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
三
分
の
二
に

あ
た
る
二
、
三
一
三
名
が
福
島
県
の

方
で
す
。 

（
公
財
）
全
日
本
仏
教
会
は
、
こ

の
原
発
事
故
を
受
け
て
、
そ
の
年
の

十
二
月
に
『
原
子
力
発
電
に
よ
ら
な

い
生
き
方
を
求
め
て
』
と
い
う
宣
言

を
発
表
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
原

子
力
発
電
所
立
地
の
人
々
が
事
故
に

よ
る
い
の
ち
の
不
安
に
脅
か
さ
れ
な

が
ら 

日
々
生
活
を
送
り
、
さ
ら
に

は
負
の
遺
産
と
な
る
処
理
不
可
能
な

放
射
性
廃
棄
物
を
生
み
出
し
、
未
来

に
問
題
を
残
し
て
い
る
・
・
・
中

略
・
・
・
誰
か
の
犠
牲
の
上
に
成
り

立
つ
豊
か
さ
を
願
う
の
で
は
な
く
、

個
人
の
幸
福
が
人
類
の
福
祉
と
調
和

す
る
道
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。」
と
、
原
子
力
発
電
が
抱
え
る

問
題
点
を
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ア
基
金
会
便
り 

 
 

い
つ
も
心
温
ま
る
ご
支
援
、
実
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
た
だ

い
た
志
納
金
は
、
人
道
援
助
宗
教
Ｎ

Ｇ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
Ｒ
Ｎ
Ｎ
）
を

通
じ
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
に
委
託
さ
れ
ま
す
。 

 
 ☆

志
納
金 

 

五
、
六
二
三
円 

令
和
三
年
一
月
十
一
日
～
令
和
三
年
三
月
五
日 

 
 内

訳 
 

 
 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
基
金
募
金 

二
、
八
一
二
円 

湯
浅
章
夫
、
佐
藤
恭
子
、
石
原
敏

江
、
朝
森
喜
久
子 

 

以
上
四
名 

 
 

 
 
 

・
東
日
本
大
震
災
救
援
募
金 

二
、
八
一
一
円 

 
 

佐
藤
恭
子
、
石
原
敏
江
、
岡
本
芳

明
、
朝
森
喜
久
子 

 

以
上
四
名 

 

防
災
用
品
の
補
充 

長
泉
寺
総
代
会
は
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
等
の
大
規
模
災
害
に
備
え
、
防

災
用
毛
布
、
防
災
ト
イ
レ
、
長
期
保

存
食
料
、
飲
料
水
な
ど
合
計
約
十
万

円
分
を
購
入
し
ま
し
た
。 

当
山
は
、
南
方
中
道
長
泉
寺
町
内

会
の
指
定
避
難
所
に
も
な
っ
て
お
り

ま
す
。 

 



 
 Ｒ

Ｎ
Ｎ
東
日
本
大
震
災
慰
霊
祭 

 
 

 
Ｒ
Ｎ
Ｎ
人
道
援
助
宗
教
Ｎ
Ｇ
Ｏ
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
今
月
十
一
日
、
黒
住

教
本
部
（
岡
山
市
北
区
尾
上
）
に
あ

る
御
日
拝
所
に
て
、
表
題
の
慰
霊
祭

を
開
催
。
カ
ト
リ
ッ
ク
、
黒
住
教
、

真
言
宗
、
天
台
宗
、
立
正
佼
成
会
が

集
い
、
東
日
本
大
震
災
十
年
忌
に
つ

き
犠
牲
者
を
追
悼
し
ま
し
た
。
当
山

か
ら
も
住
職
ら
が
参
列
し
ま
し
た
。 

 
 ひ

き
こ
も
り
支
援 

ひ
き
こ
も
り
支
援
セ
ン
タ
ー
き
づ

き
（
社
会
福
祉
法
人
岡
山
市
手
を
つ

な
ぐ
育
成
会
・
岡
山
市
北
区
広
瀬

町
）
は
、
昨
年
よ
り
毎
月
一
回
、
要

支
援
者
の
方
に
よ
る
当
山
で
の
軽
作

業
を
続
け
て
い
ま
す
。 

 

お
寺
だ
よ
り
『
い
づ
み
』
の
発
送

作
業
や
境
内
清
掃
な
ど
様
々
な
作
業

を
通
じ
て
、
経
験
と
自
信
を
身
に
付

け
就
労
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。 

 

二
月
二
十
五
日
は
、
本
堂
と
観
音

堂
の
回
廊
清
掃
を
し
ま
し
た
。 

 

 
 『

お
か
ん
き
』 

点
字
経
本
の
作
成 

 
 

 

当
山
は
こ
の
春
、
視
覚
障
が
い
を

持
つ
方
の
た
め
に
、
真
言
宗
在
家
勤

行
式
で
あ
る
『
お
か
ん
き
』
の
点
字

経
本
を
制
作
し
ま
し
た
。 

 

従
来
の
お
か
ん
き
だ
け
で
は
、
視

覚
障
が
い
が
あ
る
檀
徒
様
が
大
変
不

便
を
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
以
前
よ
り

ご
縁
の
あ
る
「
ワ
ー
ク
ラ
ン
ド
虹
」

（
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
・
社

会
福
祉
法
人
岡
山
ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
）

に
作
成
を
依
頼
し
、
こ
の
春
完
成
す

る
見
込
み
で
す
。 

多
様
性
の
時
代
、
ど
の
よ
う
な
障

が
い
の
あ
る
方
で
も
仏
法
に
触
れ
て

い
た
だ
け
る
菩
提
寺
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

 
 

 

不
動
は
「
う
ご
か
な
い
」
？ 

 
 

お
不
動
さ
ま
の
「
不
動
」

を
「
う
ご
か
な
い
」
と
読

ん
だ
ら
い
け
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
「
動
じ
な
い
」「
ゆ
る

ぎ
な
い
」
と
読
ん
で
こ
そ
、

よ
く
日
本
語
の
解
釈
が

で
き
、
不
動
信
仰
が
深
ま

る
こ
と
か
と
存
じ
ま
す
。 

不
動
は
梵
語
ア
シ
ャ
ラ
・
ナ
ー
タ

で
、
漢
語
で
不
動
、
無
動
と
訳
さ
れ

ま
し
た
が
、
活
動
し
な
い
、
ア
ク
テ

ィ
ブ
で
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

不
動
明
王
は
大
日
如
来
の
使
者
。

民
衆
の
先
頭
に
立
ち
、
火
の
中
（
火

生
三
昧
）
さ
え
も
い
と
わ
ず
大
日
如

来
に
代
わ
っ
て
行
動
す
る
勇
猛
果
敢

な
仏
様
で
す
。 

大
日
如
来
と
い

え
ば
、
こ
れ
も
不

動
明
王
と
同
じ
く

名
前
か
ら
意
味
を

勘
違
い
し
や
す
い

仏
様
で
す
。 

大
日
は
「
大
き
い
日
」
の
如
来
と

読
め
ま
す
が
、
太
陽
光
よ
り
大
き
い

仏
と
い
う
意
味
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

経
文
に
も
太
陽
を
も
っ
て

喩
た
と
え

と

す
る
な
か
れ
と
あ
り
ま
す
が
、
大
日

は
太
陽
光
＝
世
間
の
「
日
」
で
は
な

い
の
で
す
。 

大
日
の
輝
き
は
方
分
（
方
向
性
と

分
限
性
）
を
持
ち
ま
せ
ん
。
陰
と
日

向
、
昼
と
夜
の
区
別
が
な
く
、
除じ

ょ

暗あ
ん

遍へ
ん

明
み
ょ
う

。
そ
れ
を
即
ち
「
遍
照
」
と
い

い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
遍
照
た
る
大

日
の
輝
き
が
、
光
無
消
滅
で
永
遠
、

何
よ
り
も
強
い
こ
と
を
「
金
剛
」
と

い
い
ま
す
。 

普
段
何
気
な
く
「
南
無
大
師
遍
照

金
剛
」
と
弘
法
大
師
の
密
号
を
唱
え

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
大
師
を
崇
め
、

救
い
を
乞
う
て
い
る
か
ら
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
自
分
自
身
も
大
日
如
来
の

如
く
輝
き
、
他
を
利
す
る
行
を
実
践

し
よ
う
と
す
る
宣
言
で
あ
り
、
困
難

が
多
け
れ
ど
も
金
剛
、
ゆ
る
ぎ
な
い

不
動
の
心
を
持
っ
て
取
り
組
も
う
と

す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

 

続 

日本語と真言宗 
名誉住職 光研 



   
 

  

                     

                  

        

       

 

                  

              

可能な御方に限り、『いづみ』のペ
ーパーレス化にご協力いただいてお
ります。※すでにご登録をいただいたお

方には感謝申し上げます。 
ご対応いただけます檀徒様には、

下記アドレスまでお名前とご住所を
ご送信下さい。 

idumi@chosenji.net 

 

 

長泉寺月次縁日法会へ 

 どうぞご参拝ください 
  
毎月 8 日９時～ 本尊縁日法会 

21 日９時～ 大師縁日法会 

〃 10 時半～ 法話 

28 日９時～ 不動縁日護摩供 

ご参拝時には、健康状態をお確かめの

上、マスク着用をお願いいたします 

当
山
什
物 

明
暦
元
年
銘 

弘
法
大
師
尊
像 

修
復
開
眼
法
会 

明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年
の
銘
が
入
る
当
山
所
蔵
弘
法

大
師
像
が
、
三
五
〇
年
以
上
に
お
よ
ぶ
経
年
劣
化
の
た

め
、
昨
年
よ
り
㈱
田
平
製
作
所
（
京
都
）
に
お
い
て
修
復

作
業
を
行
っ
て
お
り
ま
し
た
。 

当
尊
像
は
、
岡
山
小
橋
町
の
片
岡
文
右
衛
門
が
彫
っ
た

像
で
、
元
禄
頃
の
当
山
住
職
・
審
教
阿
闍
梨
の
発
願
に
よ

る
も
の
で
す
。
修
復
作
業
の
過
程
で
、
尊
像
頭
部
内
よ
り

審
教
阿
闍
梨
の
写
経
が
納
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明

す
る
な
ど
、
当
山
の
歴
史
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。 

今
春
、
修
復
を
無
事 

終
え
て
当
山
に
お
戻
り 

に
な
る
に
つ
き
、
開
眼 

供
養
を
行
い
ま
す
。 

こ
の
ご
縁
に
、
ど
う 

ぞ
皆
様
ご
参
拝
く
だ
さ 

い
ま
せ
。 

4 月21 日（水）9:00～ 
写経勤行／開眼供／法話／他 

永代供養塔「樂陽廟」 

春 秋 祭 
４月21 日（水）10 時～ 

奉修 合同追悼法要 
 

 

毎月一回 

客殿で開催中 

■43回目 

3 月27 日（土） 

13：30－16：00 

■44回目 

4 月11 日（日） 

13：30－16：00 
いつも集まったメンバーで楽しくやっています 
どなたでもお気軽にご参加ください（参加無料） 

※コロナの状況によって、変更になるこ

とがあります。事前にお問合せください。 

いづみ ペーパーレス化 


